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し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
協
議
会
と
南

木
曽
支
署
の
間
で
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
」
の
整
備
・
管
理
及
び
活
用
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
、
阿
寺
渓
谷
の
美
し
さ
を
後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
阿
寺
渓
谷
の
景
観
整
備
活
動

を
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
協
議
会
と
南
木
曽
支
署
か
ら
二
十
六
名

が
参
加
し
、
阿
寺
渓
谷
入
り
口
と
ハ
ナ
ノ
キ
古

樹
周
辺
の
二
班
に
分
か
れ
、
草
刈
り
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

作
業
中
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
気
温
が
徐
々
に

上
が
る
中
、
各
々
で
用
意
し
た
刈
り
払
い
機
や

鎌
で
、
汗
を
流
し
な
が
ら
、
黙
々
と
作
業
に
当

た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
時
間
半
の
予
定
作
業
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

慣
れ
た
手
付
き
で
作
業
に
当
た
ら
れ
、
怪
我
も

無
く
予
定
し
て
い
た
時
間
よ
り
早
く
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

美
し
く
な
っ
た
阿
寺
渓
谷
に
、
今
年
度
も
多

く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
今
後
も
協
議
会
は
じ
め
地
元
住
民
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
阿
寺
渓
谷
の
保
全
・
管
理
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
東
信
署
］
六
月
十
二
日
、
長
和
町
内
の
和
田

小
学
校
に
お
い
て
、
三
年
生
の
児
童
十
四
名
を

対
象
と
し
た
「
森
林
教
室
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

和
田
小
学
校
は
、
平
成
二
十
年
十
月
か
ら
当

署
管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
「
遊
々
の
森
（
和

田
小
学
校
黒
耀
の
森
）
」
の
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
今
回
の
「
森
林
教
室
」
も
「
遊
々
の

森
」
で
の
森
林
体
験
学
習
を
行
う
予
定
で
し

た
。

　

し
か
し
、
降
雨
の
た
め
、
学
校
内
で
の
実
施

と
な
り
、
森
林
の
は
た
ら
き
や
「
遊
々
の
森
」

の
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
黒
耀
石
の
観
察
、
動

物
の
足
跡
や
歩
き
方
に
つ
い
て
学
習
を
し
た

後
、
校
庭
に
お
い
て
宝
物
探
し
を
行
い
、
児
童

と
先
生
方
が
協
力
し
て
、
隠
し
て
あ
る
宝
物
を

探
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
達
が
住
ん
で
い
る
地
域
は
緑
が
豊
か

で
、
学
び
舎
も
国
有
林
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
木
造
校
舎
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
森
や
木
々
の
話
に
つ
い
て
、
大
変
興

味
深
く
聞
き
入
っ
た
り
、「
学
校
を
作
る
と
き

何
本
の
木
を
使
っ
た
の
？
」「
カ
ラ
マ
ツ
の
木

の
高
さ
は
ど
の
く
ら
い
？
」
な
ど
、
質
問
も
た

く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
遊
々
の
森
（
和
田
小
学
校
黒
耀
の

森
）
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
後
、
児
童
の

皆
さ
ん
か
ら
「
早
く
黒
耀
の
森
に
行
っ
て
み
た

い
。」「
黒
耀
の
森
の
大
き
な
カ
ラ
マ
ツ
の
木
を

見
て
み
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
森
林
へ
の

関
心
の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
六
月
二
十
五
日
、
木
曽
官
材
市
売

協
同
組
合
荻
原
事
務
所
に
お
い
て
原
木
市
が
開

催
さ
れ
、
国
有
林
か
ら
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
木
曽
ヒ

ノ
キ
、
天
然
サ
ワ
ラ
等
な
ど
三
十
三
立
方
㍍
を

委
託
出
品
し
ま
し
た
。
委
託
材
の
目
玉
商
品
と

し
て
、
長
材
で
採
材
し
た
ヒ
メ
コ
マ
ツ
長
級
十

㍍
四
㌢
、
径
級
五
十
二
㌢
㍍（
王
滝
国
有
林
産
）

と
木
曽
ヒ
ノ
キ
風
倒
木
で
長
級
五
㍍
、
径
級

五
十
二
㌢
㍍（
台
ヶ
峰
国
有
林
産
）
に
注
目
が

集
ま
り
ま
し
た
。
気
に
な
る
出
来
値
は
王
滝
国

有
林
産
ヒ
メ
コ
マ
ツ
が
一
立
方
当
た
り
四
十
万

円
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
風
倒
木
に
は
一
立
方
当
た
り

六
十
一
万
九
千
円
の
値
が
付
き
、
良
好
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

ヒ
メ
コ
マ
ツ
を
落
札
し
た
岐
阜
県
の
業
者

は
、
社
寺
関
係
の
部
材
（
桁
）
に
長
材
の
ま
ま

東
信
地
域
の
小
学
生
を
対
象
に
�

「
森
林
教
室
」

ヒ
メ
コ
マ
ツ
に
四
十
万
円
！

�

「
職
員
の
造
材
指
導
実
を
結
ぶ
」

阿寺渓谷入口作業の様子

ハナノキ古樹周辺作業の様子

森林教室の様子

学校敷地内で宝物探しをする児童
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使
用
す
る
た
め
入
札
さ
れ
た
そ
う
で
、
長
尺
大

径
材
の
ヒ
メ
コ
は
希
少
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
材

さ
れ
れ
ば
是
非
購
入
し
た
か
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

ま
た
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
風
倒
木
は
、
今
か
ら

五
十
五
年
前
に
発
生
し
た
伊
勢
湾
台
風
の
被
害

木
と
思
わ
れ
、
白
太
（
辺
材
）
部
分
が
朽
ち
果

て
一
見
使
い
物
に
な
ら
な
い
印
象
を
受
け
ま
す

が
、
赤
味
（
心
材
）
が
し
っ
か
り
残
っ
て
い

て
、
ア
ク
や
脂
が
抜
け
て
お
り
、
さ
ら
に
乾
燥

し
て
い
る
こ
と
か
ら
即
製
品
化
が
可
能
な
た
め

人
気
の
あ
る
商
品
の
一
つ
で
す
。

　

今
回
出
品
し
た
ヒ
メ
コ
マ
ツ
は
、
販
売
担
当

職
員
に
よ
る
山
土
場
で
の
造
材
指
導
に
よ
り
採

材
さ
れ
た
も
の
で
、
好
調
な
結
果
に
職
員
も
喜

ん
で
お
り
、
生
産
し
た
請
負
業
者
も
大
変
驚
い

た
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
造
材
手
に
材
の
価
値
を
最
大
限

引
き
出
そ
う
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
各
生
産

箇
所
で
造
材
指
導
を
行
い
、
需
要
に
マ
ッ
チ
し

た
材
を
供
給
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

か
つ
て
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
天
然
広
葉
樹
を
運
材

し
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
森
林
鉄

道
に
関
す
る
思
い
出
や
楽
し
い
出
来
事
な
ど

を
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
か
ら
、
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

国
有
林
の
歴
史
を
示
す
貴
重
な
財
産
と
し
て

こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

森
林
鉄
道
と
私
の
出
会
い
は
、
十
五
歳
で
王

滝
営
林
署
・
氷
ヶ
瀬
事
業
所
に
配
属
さ
れ
た
昭

和
二
十
七
年
に
始
ま
り
ま
す
。
木
曽
谷
に
生
ま

れ
な
が
ら
、
森
林
鉄
道
へ
の
乗
車
は
初
体
験
で

し
た
。
厚
板
を
敷
い
た
台
車
に
、
荷
物
と
一
緒

に
乗
り
込
み
、
不
安
と
恐
怖
に
慄
き
な
が
ら
、

氷
ヶ
瀬
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
ト
ン
ネ
ル

の
中
で
の
耳
が
破
裂
す
る
よ
う
な
エ
ン
ジ
ン
の

大
音
響
に
は
驚
き
ま
し
た
。
半
世
紀
も
前
の
事

に
な
り
ま
す
が
、
今
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。

　

一
年
目
は
氷
ヶ
瀬
か
ら
王
滝
営
林
署
ま
で
、

徒
歩
と
森
林
鉄
道
の
定
期
便
で
の
文
書
送
達
の

仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
二
年
目
か
ら
は
小
俣

の
出
会
所
へ
仕
事
の
主
体
が
移
り
ま
し
た
。
余

暇
の
ラ
ン
プ
の
下
で
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
魚
釣
り

が
楽
し
み
で
し
た
。
里
へ
は
盈え

い
し
ゃ車
（
積
貨
車
）

か
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ
て
の
下
山
か
徒
歩
で
し

た
。
い
ず
れ
も
手
ブ
レ
ー
キ
の
た
め
、
雨
が
降

れ
ば
ス
リ
ッ
プ
し
、
び
く
び
く
し
な
が
ら
の
下

山
で
し
た
。

　

三
年
の
勤
務
の
後
、
助
六
事
業
所
に
配
置
転

換
に
な
り
ま
し
た
。
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
丸
太
を
五
段
階
の
高
架
に
組
み
上
げ

て
の
木
橋
軌
道
作
設
の
技
術
の
す
ご
さ
で
す
。

　

運
材
が
始
ま
っ
た
時
の
歓
声
は
今
で
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
森
林
鉄
道
は
、
一
度
で
大

量
の
木
材
搬
出
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

十
両
を
超
す
積
荷
の
運
材
は
実
に
勇
壮
で
し

た
。

　

昭
和
三
十
三
年
の
秋
に
は
上
松
運
輸
営
林
署

へ
配
置
転
換
に
な
り
、
貯
木
場
へ
の
貯
木
、
地

元
で
の
販
売
、
さ
ら
に
は
三
都
（
東
京
・
大

阪
・
名
古
屋
）
へ
の
鉄
道
輸
送
と
休
日
交
代
勤

務
が
あ
る
忙
し
い
毎
日
で
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
代
に
徐
々
に
森
林
鉄
道
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
運
材
へ
と
切
り
替
わ
り
、
こ
れ
を
期
に

私
も
管
内
転
勤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
、
厳
し
い
仕
事
の
中
で
も
健
康
で

大
き
な
災
害
に
も
遭
わ
ず
に
、
四
十
五
年
余
り

勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
皆
様
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
時
折
赤
沢
自
然
休
養
林
に
家
族
と

出
か
け
て
い
ま
す
。
半
世
紀
で
い
ろ
い
ろ
な
変

遷
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
も
、
美
し

い
自
然
が
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

 ［
飛
騨
署
　
夏な
つ
ま
や厩
森
林
事
務
所
］

�

森
林
官
　
鈴
木
　
賢
哉

　

夏
厩
森
林
事
務
所
は
岐
阜
県
北
部
の
飛
騨
市

古
川
町
に
所
在
し
、
高
山
市
清
見
町
と
飛
騨
市

河
合
町
に
広
が
る
約
三
、五
〇
〇
㌶
の
森
林
を

管
理
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
の
す
ぐ
横
を
、「
宮
川
」
が
雄
大情緒あふれる古川の町並み

ヒメコマツ長材木曽ヒノキ風倒木

森
林
鉄
道
と
私
の
半
生

元
上
松
営
林
署
　
村
仲
　
徹
氏

寄
　
稿

シ
リ
ー
ズ
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に
流
れ
て
お
り
、
富
山
県
境
ま
で
に
数
々
の
支

川
と
合
流
し
て
、「
神
通
川
」
と
な
り
富
山
湾

へ
と
流
れ
て
い
ま
す
。
宮
川
を
挟
ん
で
向
か
い

側
に
は
、
飛
騨
古
川
の
「
古
い
町
並
み
」
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
町
に
は
伝
統
あ
る
酒
蔵
が
建

ち
並
ん
で
お
り
、「
蓬
莱
（
渡
辺
酒
造
）
」
と

「
白
真
弓
（
蒲
酒
造
）
」
と
い
う
地
元
は
も
ち

ろ
ん
全
国
で
も
愛
さ
れ
る
名
酒
が
造
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
四
月
十
九
、二
十
日
に
は
日
本
三
大

裸
祭
り
に
数
え
ら
れ
る
古
川
祭
の
起
し
太
鼓
・

屋
台
引
き
回
し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々
で
賑

わ
い
ま
す
。

　

私
も
四
月
に
赴
任
し
初
め
て
古
川
祭
り
を
見

ま
し
た
が
、
屋
台
の
繊
細
な
彫
刻
や
、
太
鼓
の

轟
音
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
代
前

半
の
若
者
か
ら
御
年
配
の
方
ま
で
、
幅
広
い
年

代
の
地
元
の
方
が
サ
ラ
シ
・
フ
ン
ド
シ
姿
で

祭
り
に
参
加
さ
れ
て
い
た
の
も
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
人
間
に
し
て
も
森
林
に
し
て
も
、
幅
広

い
年
齢
層
が
い
る
と
い
う
の
は
様
々
な
利
点
を

産
み
ま
す
し
、
何
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
人
が
一
緒

に
な
っ
て
騒
い
で
い
る
の
が
傍
目
に
見
て
も
楽

し
そ
う
で
、
そ
れ
が
活
気
と
な
っ
て
い
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
山
の
方
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、

当
事
務
所
管
轄
の
森
林
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

カ
ラ
マ
ツ
を
主
体
と
す
る
造
林
地
が
全
体
の
約

八
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
国
有
林
全
体
の
人
工

林
率
は
約
四
割
で
す
か
ら
、
人
工
林
の
割
合
が

か
な
り
高
い
地
域
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ

ら
人
工
林
で
は
適
期
で
の
保
育
に
努
め
て
お

り
、
公
益
的
機
能
の
発
揮
を
主
眼
と
し
た
山
作

り
が
代
々
な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
除
伐
２
類
（
約
七
十
㌶
）
や
、
保
育
間
伐

（
約
七
㌶
）
を
請
負
事
業
で
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
内
の
国
有
林
は
林
道
密
度
が
高

く
、
保
育
間
伐
し
た
木
材
を
搬
出
し
て
有
効
活

用
す
る
「
保
育
間
伐
活
用
型
」
の
事
業
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
資
源
の
有
効
活
用
が
期
待
で
き
る
山

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年

は
夏
厩
管
内
及
び
そ

の
周
辺
で
マ
イ
マ
イ

ガ
の
幼
虫
が
大
量
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

広
葉
樹
の
下
に
車

を
停
め
て
お
く
と
、

帰
る
頃
に
は
五
十
匹
以
上
の
幼
虫
が
集
っ
て
い

て
、
目
下
の
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
肩

の
毛
虫
を
素
手
で
払
え
る
ほ
ど
に
慣
れ
て
し

ま
っ
た
の
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
…
…
。
よ
く

見
る
と
か
わ
い
い
顔
（
写
真
参
照
）
を
し
て
い

る
の
で
す
が
、
大
量
発
生
し
た
際
に
草
花
や
樹

木
の
葉
を
食
害
す
る
た
め
、
マ
イ
マ
イ
ガ
は
世

界
の
侵
略
的
外
来
種
ワ
ー
ス
ト
一
〇
〇
（
Ｉ
Ｕ

Ｃ
Ｎ
，
２
０
０
０
）
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

（
な
お
、
日
本
に
は
元
か
ら
生
息
し
て
い
た
模

様
）。

　

最
後
に
、
当
森
林
事
務
所
は
同
じ
古
川
町
に

所
在
す
る
古
川
森
林
事
務
所
、
大
谷
森
林
事
務

所
と
協
力
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
三
事
務
所
が
協
力
し
、
先
輩
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
夏
厩
の
森
林
官
と
し
て
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
山
を
大
切
に
育
て
、
時
に

活
用
し
、
守
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

六
月
十
九
日
付

▽
育
児
休
業
（
東
濃
署
主
任
事
務
管
理
官
）

　
（
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
二
日
ま
で
）

�

伊
藤
章
代

�

七
月
一
日
付

▽�

東
濃
署
主
任
事
務
管
理
官
（
東
濃
署
森
林
整

備
官
（
森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
））�

安
江
清
文

◎
愛
知
県
木
材
団
体
国
有
林
視
察

　

８
月
６
日　

飛
騨
署
管
内

◎
名
古
屋
市
教
職
員
等
林
業
現
場
見
学
会

　

８
月
21
日　

段
戸
国
有
林
ほ
か

◎�

木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
の
保
存
・
復

元
に
向
け
た
取
組
管
理
委
員
会
専
門
部
会

　

８
月
22
日　

木
曽
署
管
内

古川祭の起し太鼓

古川、大谷、夏厩森林事務所の面 （々筆者は後列中央） 大量発生中のマイマイガ（幼虫）

人
の
う

ご
き

飛騨古川の地酒（蓬莱と白真弓）
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楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
秘
湯
の
一
軒
宿
【
渡
合
温
泉
】

　

付
知
川
の
最
上
流
部
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず

む
秘
湯
の
一
軒
宿
で
す
。
こ
こ
に
は
、
電
気
が

来
て
い
ま
せ
ん
。
夜
は
ラ
ン
プ
の
火
を
灯
す

こ
と
か
ら
「
ラ
ン
プ
の
宿
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

源
泉
は
明
治
初
期
に
西
股
谷
の
谷
筋
で
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
泉
質
は
、
ア
ル
カ
リ
炭
酸
泉
で

胃
腸
病
や
リ
ュ
ウ
マ
チ
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
雪
が
深
く
営
業
は
四
月

か
ら
十
二
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
川
魚
や

山
菜
を
使
っ
た
郷
土
料
理
が
自
慢
で
す
。

■
御
嶽
山
を
望
む
【
高
時
山
】

　

付
知
川
の
源
流
に
位
置
す
る
山
で
、「
ラ
ン

プ
の
宿
」
渡
合
温
泉
か
ら
、
江
戸
時
代
に
御
嶽

山
に
向
か
う
登
山
道
と
し
て
使
わ
れ
た
「
木
曽

越
古
道
」
を
利
用
し
て
登
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。�
��

こ
の
「
木
曽
越
古
道
」
は
、
岐
阜
県
の
加
子

母
と
長
野
県
の
王
滝
を
結
び
、
そ
の
歴
史
は
今

か
ら
九
百
年
ほ
ど
前
ま
で
遡
り
ま
す
。
当
時

は
、
御
嶽
講
の
行
者
や
信
者
が
頻
繁
に
往
来
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
加
子
母
か
ら
白
巣
峠
ま
で

の
間
に
は
観
音
様
を
刻
ん
だ
三
十
三
体
の
石
仏

が
奉
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
途
中
に
あ
る
木

曽
越
峠
で
は
、
ほ
お
杖
姿
の
二
体
の
石
仏
が
、

今
で
も
登
山
者
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
越
峠
か
ら
、
国
有
林
の
境
界
尾
根
を
進

め
ば
山
頂
に
到
着
し
ま
す
。
渡
合
温
泉
か
ら
、

約
四
時
間
ほ
ど
で
す
。
高
時
山
の
標
高
は
、

一
、五
六
三
㍍
で
、
山
頂
か
ら
は
正
面
に
白
巣

峠
越
し
に
雄
大
な
御
嶽
山
が
、
御
嶽
山
の
左
に

は
小
秀
山
、
右
に
は
夕
森
山
、
奥
三
界
山
な
ど

の
裏
木
曽
の
山
々
が
望
め
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
（
渡
合
温
泉
ま
で
）

　［
公
共
交
通
機
関
］

　

�　

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
中
津
川
駅
下
車
、
北
恵

那
交
通
バ
ス
「
付
知
峡
・
倉
屋
温
泉
行
」
約

五
十
分
「
付
知
峡
倉
屋
温
泉
」
か
ら
徒
歩
約

三
時
間
「
渡
合
温
泉
」

　［
自
家
用
車
］

　

�　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～
国
道

二
五
七
号
・
二
五
六
号
を
下
呂
方
面
へ
「
付

知
峡
口
」
交
差
点
～
約
四
十
分
～
渡
合
温
泉

　

岐
阜
県
中
津
川
市
北
部
の
長
野
県
境
付
近
に

端
を
発
す
る
付
知
川
の
上
流
部
は
「
付
知
（
つ

け
ち
）
峡
」
と
呼
ば
れ
、
左
に
西
股
谷
、
右

に
東
股
谷
と
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
付
知
峡

は
、
別
名
「
青
川
」
と
も
呼
ば
れ
る
渓
流
と
、

新
緑
・
紅
葉
が
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、「
森

林
浴
の
森
日
本
一
〇
〇
選
」「
岐
阜
県
の
名
水

五
〇
選
」「
飛
騨
・
美
濃
紅
葉
三
十
三
選
」
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
四
季
折
々
の
楽

し
み
方
が
で
き
る
西
股
谷
を
紹
介
し
ま
す
。

■
勇
壮
な
滝
【
高
樽
の
滝
】

　

標
高
八
八
〇
㍍
に
あ
る
「
高
樽
の
滝
」
は
、

裏
木
曽
の
深
山
か
ら
西
股
谷
に
落
下
す
る
落
差

二
一
㍍
の
滝
で
す
。
森
の
静
け
さ
を
打
ち
破
る

か
の
よ
う
に
、
ご
う
音
を
た
て
な
が
ら
勢
い
よ

く
落
下
す
る
様
は
と
て
も
勇
壮
な
滝
で
す
。
滝

名
は
高
樽
山
（
標
高
一
、六
七
二
㍍
）
が
水
源

で
あ
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
滝

の
上
部
へ
の
立
ち
入
り
は
危
険
な
た
め
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
、
豊
富
な
水
量
を
い
か

し
て
子
供
た
ち
が
滑
り
台
の
よ
う
に
水
遊
び
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
、
森
林
鉄
道
で
使

わ
れ
て
い
た
木
橋
の
上
か
ら
間
近
に
そ
の
姿
を

高樽の滝渡合温泉

木曽越峠の石仏

高時山から御嶽山を望む（中央は白巣峠）


